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【本実践の主張点】
作品に登場するアイテムを分類するこ
とで、アイテムの効果に着目し、読み
味わうための見方・考え方を働かせ、
汎用性をもった読みの力を育むことが
できるだろう。
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本実践における「アイテム」の定義

（文学作品の）
登場人物以外の名詞全て
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光村図書 四下 はばたき「初雪のふる日」
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光村図書 四下 はばたき「初雪のふる日」
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光村図書 四上 かがやき「白いぼうし」
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アイテムの効果と
育みたい汎用性をもった読みの力①

「一つの花」



◎どうして、お父さんはゆみ子に一輪の
コスモスの花をあげたのだろう。

一輪のコスモス

アイテムを
対比

（
お
に
ぎ
り
）

一
つ
だ
け

ち
ょ
う
だ
い
。・違和感に気づく。そ

して、父の想いに興味
をもたせる。
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◎今西さんは三の場面（10年後）で、
どんなことを伝えたかったのだろう？

三の場面
（10年後） 対比

一・二の場面
（10年前）
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三の場面
（10年後） 対比

一・二の場面
（10年前）

①「一つだけ…」
おにぎり、おいも、かぼちゃ

選ぶことはできない

②戦争中（平和ではない）
③よろこびはもらえない
④コスモス一輪

①「お肉とお魚と
どっちがいいの。」

選ぶことができる

②戦争終わり（平和）
③よろこんでいる
④いっぱいのコスモス

アイテムを対比させる
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アイテムの効果と
育みたい汎用性をもった読みの力②

「ごんぎつね」



◎つぐないの変化から
ごんの気持ちを読み取ろう。

心情の変容（アイテム）
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アイテムの効果と
育みたい汎用性をもった読みの力③

「初雪のふる日」



アイテムの効果を
とらえて読もう
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◎一番重要なのはどのアイテムだろう？【本時】

アイテムの
分類
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【本時の主張点】
アイテムの効果に着目することで文学
作品の構造に目を向ける見方・考え方
を働かせ、細部から文章全体を捉える
読みの力を育むことができるだろう。
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アイテムの分類【ワークシートより】
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アイテムの分類【ワークシートより】
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カリキュラムデザイン【思考ツールの活用】
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カリキュラムデザイン【思考ツールの活用】
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カリキュラムデザイン【思考ツールの活用】
本時の姿
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カリキュラムデザイン【思考ツールの活用】
算数科「調べ方と整理のしかた」



和歌山大学教育学部附属小学校 冬の教育研究発表会
国語科「アイテムの効果をとらえて読もう」協議会資料

カリキュラムデザイン【思考ツールの活用】
国語科「聞き取りメモの工夫」


